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私は、マラヤ大学 SEP SoSHIPコースに参加しました。英語の要件を満たしていたので、よりレベルの
高いコースに参加したいと思ったからです。しかし、何より申し込んだ理由が、体験談を聞いてとても
楽しそうだと思ったからです。そして、それは全くウソではありませんでした。実際に行ってみて人生
で間違いなくトップレベルに楽しく、充実した毎日でした。英語での授業や伝統音楽・ダンス、観光は
もちろんですが、現地のバディたちとの交流、同じプログラムに参加していた日本全国の大学からの友
達との交流などがとても楽しかったです。強く思い出に残っているのは、毎日夜にホテルのロビーに日
本人、現地人含めたみんなで集まって、おしゃべりやトランプ、ウノや課題などしながら過ごしたこと
です。バディとも仲良くなり英語も上達するし、色々な人と友好関係が広がります。そして、そうなれ
ばなるほど、マレーシアの生活はより楽しいものになります。授業については、Malaysia Studies, 
Politics and International Relationships, Gender Studies, Adolescence Psychology, Media Design
の 5個があり、それぞれ個性的な先生がオールイングリッシュで授業をしてくれます。発音がきれいだ
が早口の先生だったり、なまりがあって聞き取りづらい先生や生徒が分かるまで丁寧にしゃべってくれ
る先生など、ユニークな先生方でした。課題も少しハードなものが出ますが、友達と協力してやって何
とか乗り越えました。授業は午前で終わり、午後は日替わりで音楽・ダンスとトリップ（校外学習みた
いなお出かけ）をします。音楽・ダンスは最初にどっちをするか選び、どちらもマレーシアの伝統的な
ものを練習します。そして、プログラム最後の方にその成果を披露します。私はダンスだったのですが、
ダンスを教えてくれる先生はとても愉快で面白い方ばかりで、練習はとても楽しかったです。本番は実
際に民族衣装を着てするのでわくわくしました。トリップでは、博物館や美術館、公園、ショッピング
モール、観光地などに行きました。公園では、バディが用意してくれるアクティビティや二人乗り自転
車等がありました。午後の時間が終わった後は、アフターヌーンティーの時間があり、おやつなどの軽
食をとります。そのあとは大体５時半くらいからフリーの時間になります。そこで、班でどこかに出か
けたり、デリバリーを頼んでロビーで食べたり、中には日本食を自炊してバディに紹介している人もい
ました。基本的に自分たちが個人的に回りたい場所については、平日の５時半以降か日曜日に行くこと
になります。そのフリーの時間は自分たちの行きたい場所をバディと相談して決めることになります。
バディは優しいので大体どこでも連れて行ってくれます。帰ってくる時間も班それぞれで夜遅くに帰っ
てくる班もいれば、観光だけして帰ってきてからデリバリーを食べる班もありました。移動手段は主に
グラブというタクシーのようなもので移動します。しばしば電車も使います。夜はロビーでトランプや
ウノをしたり、おしゃべりをしていてバディも手が空いていたら一緒にやってくれます。時にはバディ
が持っているマレーシアの遊びをしたりもしました。バディは夜バディだけ集まってロビーで会議をし
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ています。会議の前後、バディがたくさん集まっているので、そこで話しかけに行ってたくさんのバデ
ィと仲良くなれました。これは私が渡航前の説明会で前回行った先輩に言われたことですが、英語力よ
りノリが大切と言われました。これは本当で、私はスピーキングが全然できず、リスニングもそこそこ
でしたが、笑顔とノリとリアクションで乗り切りました。大事なのは気持ちなんだということを実感し
ました。私は毎日深夜までロビーにいて、時々寝坊したり授業中に居眠りすることもありましたが、体
調を崩さずに済みました。でも、体調を崩す人もざらにいて時々早く寝る日も作った方がいいと思いま
す。ナイトマーケットなど屋台通りで夕食を食べた人の中には当たってしまうこともよくあります。私
の班も５分の３が体調不良で二人だけになったことがあります。いまだに原因はわかりませんが、たぶ
ん食あたりと一人は高熱だったので何かの細菌かなと思います。なので、衛生環境が悪そうなところで
は、火が通っているものを食べるなど少し気を付けないといけません。もし同じホテルなら夜７時まで
プールが使えます。プールが水が汚くて怖いから入らないという人もいましたが、プールの水は見た目
全然きれいで、入った人で体調が悪くなった人は多分いなかったと思うので大丈夫です。２週目には、
特別に夜遅くまでプールが使えるナイトプールの日がありました。そこで、みんなでパーティをバディ
が企画してくれていて、とても楽しかったです。朝は 7：45 に玄関に集合して、歩いて朝食の会場に向
かいます。そこで 9 時前までご飯を食べて、そこから教室に移動して、９時から授業が始まります。そ
して、9:00～11:00 授業、11:00～11:30休憩、11:30~13:30授業というように、２時間の授業を二
つ受けた後、ランチが 13:30~15:00 まで、音楽・ダンスとトリップが 15:00~16:30、アフターヌー
ンティーが 16:30~17:30 までという流れです。向こうの食生活に関して、料理はとても辛いものが多
いので、辛いのが苦手な人は辛くないものを聞いて頼んだ方がいいです。また、マレーシアではドリア
ンが有名なので好き嫌いが人によって分かれますが、ぜひ一口食べてみてください。居住環境について
は、ホテルの一室でありやゴキブリがまれに出ますが、それ以外は結構きれいです。ウォシュレットは
なく、手動でお尻を洗う小さいシャワーのようなものがついているので、それで洗います。また浴槽は
なくシャワーだけになります。備え付けは、少量のシャンプーとボディソープでたいして泡が立たない
ので、持参するか向こうで買うかどちらかがおすすめです。あと、同じホテルだった場合ですが、コン
セントについて変換プラグや変圧器が必要と言われていましたが、そんなことはなくぐりぐりすればさ
すことができ、問題なく使えました。ドライヤーは備え付けられていましたが、なぜか壊れる部屋が多
く、自分のものを持っていく方がよいと思います。洗濯はコインランドリーがあり、洗濯 40 分、乾燥
40分で合計 80分かかり、40分経ったときに自分で乾燥機の方に移し替えに行かなければいけません。
また、コインランドリーの支払いはクレジットカードのみです。多くの人は、ある程度汚れものがたま
った時点で友達と一緒に洗濯して、洗濯代を割り勘していました。ちなみに洗剤は持っていきましたが
不要でした。部屋は私たちの時は一人一部屋で、部屋の種類によって部屋の仕様も若干違いました。基
本オートロック式でカードキーです。カードキーは部屋の中にささないと電気が使えない部屋とささな
くても電気が使える部屋などがありました。エアコンをつけっぱなしにできるかという点で少しメリッ
トがあります。マレーシアでは、ほぼ毎日一定時間雨が降ります。なので、じめじめして気温もまあま
あ高いので、結構汗はかきました。一方で室内はガンガンに冷えているところが多く、かばんには長袖
の上着を必ず持っていました。 

 このマレーシア留学は私にとって人生で 1番、2番を争うほど楽しく充実したものでした。文化の違い
や国民性の違いなど多くのことに驚かされますが、このプログラムに参加した日本人が最初に印象に残
った部分として挙げるのは、大体がマレーシアの人々についてです。バディ含めマレーシア人の方々は
本当に優しく楽しく個性豊かな人ばかりです。みんなバディと別れるときには涙しているくらい本当に
親しくなれます。そんな人たちと触れ合えることは私たちに新しい発見をもたらしてくれます。この 3
週間は本当に濃密で豊かな経験になることを保証できます。私も過ごしているときは時間が早く感じた
けど、振り返ってみると 3か月くらいに感じるほど濃密でした。行って後悔することはないし、悩んで
いるくらいなら絶対に行った方がいいと断言できます。ぜひ行ってみてください。 


